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セミナー：『成形セミナー』のご案内　
「CFRP成形硬化プロセスの課題と解析技術」

ＣＦＲＰの適用は、航空機分野では既知の通りＢ787やＡ350から開発中のＢ777-Ｘ主翼構造へと確実にその適用機種が拡大し、また自動車分野においては、ＣＰＭ成形やＨＰ-ＲＴＭ成形によるハイサイクル成形/量産車への適用も実現するなど、ますます主構造複合材化が進められています。
一方、航空機製造の現場では大型・厚肉・多層異方性積層材の成形をいかに高い品質と生産性と両立させるかという新たな課題に直面していますし、自動車分野では欧州のハイサイクル成形の実用化に日本が大きく水をあけられているのが現状です。
そこで、本セミナーでは、航空機構造のような大型ＣＦＲＰ成形に関するプリプレグ成形の実際の課題や、RTM成形技術の要である樹脂含浸や硬化プロセスについて、解析技術や実務経験に富む講師を通して解説して頂く予定です。
新たにＣＦＲＰやＣＦＲＴＰ成形への新規参入をご検討されている企業の皆様のみならず、現場での問題解決へのヒント、新たな研究分野として研究者の方々や学生の皆様にも、有益な情報になろうかと思います。
さらに、宇宙航空研究開発機構（JAXA）と首都大学のご協力で、首都大で実施している実大翼研究の見学を見学できることとなりました。会員およびご興味を持つ一般の方々にもご参加頂きたくご案内させて頂きます。
記 

1． 日 時： 平成２８年１１月３０（水) １３：００～１９：００ 
2． 会 場： JAXA調布航空宇宙センター　調布飛行場分室　研究総合Ｃ１号館４階大会議室
所在地：東京都三鷹市大沢　6-13-1
会場までのアクセスについては次ページの案内地図をご参照下さい。 
http://www.jaxa.jp/about/centers/cac/pdf/traffic_j.pdf　（飛行場分室です）
３．参加費：正会員・賛助会員：10,000円、学生会員:　5,000円、非会員：12,000円 

参加費は参加申込時に『三菱東京UFJ 銀行 鎌倉支店(普)1276101 

先端材料技術協会』に振込料自己負担でお振込戴くか当日会場受付でお受け致します。 

3． 参加申込：別添の申込用ファックス用紙に所要事項をご記入の上協会事務局にお送り
下さい。 

定員は100名（予定）です。ご確認は学会事務局（下記）にご連絡下さい。
Tel: 03-5981-9824 Fax：03-5981-9852 E-mail：g001sentan-mng@ml.gakkai.ne.jp 

宛先：先端材料技術協会事務局 

【CFRP成形硬化プロセスの課題と解析技術：プ ロ グ ラ ム】　　
13：00～13：10　開会挨拶
13：10～14：00　講演1
「成形時複合材の内部ひずみ計測とそれに基づく硬化シミュレーション」

水口 周（東京大学大学院新領域創成科学研究科 先端エネルギー工学専攻 特任准教授）
複合材部材の反りやゆがみの要因となる硬化時挙動を把握することが可能な光ファイバ多軸方向ひずみ計測について解説する。さらにひずみ計測を利用した高精度硬化シミュレーション手法とそれらを複合材料コーナ部に適用しspring-in変形のメカニズム評価を行った例を紹介する。

14：00～14：50　講演2
「複合材料構造物の製造工程および性能評価に対するCAE技術の紹介」
新関 浩  (日本イーエスアイ株式会社　技術本部長)
複合材料構造物に関するCAEは、製造工程や材料構成および挙動の複雑さなどから、高い需要はあるもののそれに応えうる技術が十分とはいえないという評価を受けてきた。近年、コンピュータ環境の著しい成長に伴い、複雑な材料構成をモデル化したり構造・流体の複合現象を取り扱う技術がより一般化されてきつつあることにより、複合材料CAEは新たな局面を迎えつつある。本講演では、複合材料の製造工程における課題検討に貢献するCAE技術を紹介するほか、CAEによる製品性能評価の予測精度向上に対する取り組みについても言及する。
14：50～15：00　休憩

15：00～15：50　講演3
「CFRP Manufacturing Process Simulation State of the Art」
Corey Lynam, P.Eng , 
(Engineering Lead, Analysis Applications, Convergent Manufacturing Technologies Inc.)
オートクレーブ中の発熱や熱暴走、熱変形の解析など、成形に関連するシミュレーション技術の紹介。
Recently much focus has been to make process simulation more accessible by creating tools and applications that automate many of the required steps.  Solutions are also being developed to broaden the capability of process simulation.  This presentation will demonstrate the maturity and current state of process simulation tools as applied to large, complex primary structures and show the value of using process simulation to reduce risk in composites manufacturing.
15：50～17：20　講演4
「航空機用複合材主構造開発の Lessons Learned」 ( 42 年間の開発経験の総括)」
小笠原 和夫（Boeing 社、他3社　技術コンサルタント）

航空機における主構造複合材化が進むなかで、777X 複合材製主翼の開発現場から日本を見ると、日本としてのストラテジィの無さを痛感する。複合材主構造開発の難しさを整理し、製品化技術での日本がイニシアチィブを取れる部分が何かを考えてみました。現在の最大の問題はコストであり、日本がイニシアチィブを取っている素材技術と遅れている製品化技術( 設計技術・成形技術・品質保証技術等) の取り組むべき課題を概説する

17：20 ～17：50　見学会　
首都大で実施している実大翼研究の紹介見学
18:00 ～19:30 　懇親会　　JAXA食堂

講師の方々を交えた参加者相互の情報交換の場としてご活用下さい。
(懇親会費用は、参加費に含まれます)

【CFRP成形硬化プロセスの課題と解析技術：会場アクセス案内】

●JAXA調布航空宇宙センター　調布飛行場分室　　研究総合C1号館　までのアクセス

 三鷹駅から

JR中央線「三鷹駅」南口下車→小田急バス（6番乗り場）「榊原記念病院」 行き、

または「車返団地」行き「竜源寺」下車 南に徒歩7分。
 調布駅から
京王線「調布駅」北口下車→小田急バス（11番乗り場）「武蔵境駅南口」行き、

または、

京王バス（12番乗り場）「武蔵小金井駅南口」行き「大沢コミュニティセンター」下車 
徒歩15分。
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技術情報交換会参加申込書
記入日：平成２８年　　月　　日
· セミナー：『成形セミナー』に参加します。

お名前：




ご所属：




E-mail：





電話：




Fax：



領収書発行の都合上、下記の該当項目につき必ずチェック(をお願いします。
（該当欄に、(を上書きしてください）
(1) □正会員・賛助会員　□学生会員、　□非会員
会員番号：




会員番号を必ずご記入下さい。
(2) □銀行振込
振込予定日をご記入下さい。






(1) 銀行振込に関し請求書が必要な方は、以下の項目を記入の上、E-MAIL（或いはFAX）にて当協会宛お送りください。
1 請求書送付要
住所
〒


先端材料技術協会宛
E-mail：　
g001sentan-mng@ml.gakkai.ne.jp　までお送り下さい。
（Fax：03-5981-9852）
